
森林・環境税のおはなし

～清流の国ぎふ森林・環境税活用事業～

森林・環境税のしくみ

個人…

法人…

（その年の１月1日現在で）県内に住所がある方、県内に家屋敷等を持っている方

県内に事務所、事業所などがある法人等
※前年の所得金額が一定基準を下回るなど一定の条件を満たす方は非課税です。

納める方は？

TEL  058－272－8472　FAX  058－278－2702　E-mail : c11513@pref.gifu.lg.jp

http://www.pref.gifu.lg.jp/sangyo/shinrin/shinrin-kankyo/11513/index_28339.html
清流の国ぎふ森林・環境税のホームページ

岐阜県林政部恵みの森づくり推進課
お問い合せ先

清流の国ぎふ  森林・環境税

個人…
法人…

年額 1,000円
年額 2,000円～80,000円（県民税均等割標準税率の10%相当額）

納める額は？

個人…
法人…

個人市町村民税と合わせて市町村が徴収し、県へ払い込みます。
法人県民税の申告納付の際に併せて県が徴収します。

納める方法は？

税の管理は？

個人…
法人…

平成24年度から平成28年度までの5年間
平成24年4月1日から平成29年3月31日までの間に開始する事業年度分

いつまで続くの？

県民税（均等割）に上記の額を上乗せします。課税の方法は？

税金の使いみちを明確にするため、既存の税収と区別し「清流の国ぎふ森林・環境基
金」に積み立て、毎年必要な額を取り崩して、目的とする施策のための財源とします。
※県外の皆様にも、ふるさと納税制度による寄付などを通じてご協力いただいています。

チェック機能は？ 第三者機関が各施策の取り組みをチェックし、事業実施後の評価を行うとともに、
事業の内容と成果については、県民の皆様に公表します。

平成２８年１０月



清流の国ぎふ森林・環境税は森や清流を  守る５つの取り組みに役立てられています清流の国ぎふ森林・環境税は森や清流を  守る５つの取り組みに役立てられています

環境保全を目的とした
水源林等の整備

1

里山林の整備・
利用の促進

2

3 生物多様性・
水環境の保全

4 公共施設等における
県産材の利用促進

5 地域が主体となった
環境保全活動の促進

里山林

奥山林

渓畔林

水源林

木材生産林 既存施策で対応

●水源林や渓畔林など
における間伐等の森
林整備
●水道水源の上流域の
森林などにおける境
界明確化
●重要な水源地域にお
ける森林の公有林化
（買い取り）
●水源地域内の森林の
機能評価活動を行う
グループの支援

①森づくり
　～元気で活力ある水源地域の森を守り育てています～

③清流づくり～多様な生物、清らかな川を守り育てています～

②里山づくり
～私たちの生活環境に身近な
里山林を整備・活用しています～

●里山林の整備
（侵入竹の除去、森林病害虫の防除、広葉樹の
植栽、修景等の整備、不用木の除去、バッファー
ゾーンの整備　等）

●環境保全モデル林の選定、整備

実施前

実施後

清流の国ぎふ森林・環境税は森や清流を  守る５つの取り組みに役立てられています

●上下流域が連携した流域一体の河川清掃活動
●イタセンパラ（希少生物）の生息域外保全
●ニホンジカの個体数調整
●アライグマ、ヌートリア等の捕獲オリ及び処理設備の整備
●有害鳥獣捕獲従事者の育成
●岐阜大学における鳥獣対策に関する調査研究
●ため池に生息する外来種駆除



清流の国ぎふ森林・環境税は森や清流を  守る５つの取り組みに役立てられています清流の国ぎふ森林・環境税は森や清流を  守る５つの取り組みに役立てられています

環境保全を目的とした
水源林等の整備

1

里山林の整備・
利用の促進

2

3 生物多様性・
水環境の保全

4 公共施設等における
県産材の利用促進

5 地域が主体となった
環境保全活動の促進

里山林

奥山林

渓畔林

水源林

木材生産林 既存施策で対応

●教育福祉関連施設等の木造化、内装木質化
●学校等における木の机・椅子などの導入
●保育園、幼稚園等における木の教材（おもちゃ・キッ
トなど）の導入

●公共施設等の木質バイオマス利用施設（ボ
イラー、ストーブ）の導入

●県民協働による未利用材の搬出

●県民みんなで進める森づくり・川づくりなどの環境保全活動
●子どもたちへの環境教育
●カーボン・オフセットの普及啓発、J-VERの販売促進
●エコツーリズムの普及・定着
●生物多様性シンポジウムの開催
●森林・環境税の広報ＰＲ
●第三者機関により事業評価を行うための審議会の開催

④木づかい
～ぎふの木を使った施設づくりや

「ぎふ木育」などを進めています～

⑤人づくり
～県民みんなで支える

清流の国づくりを進めています～

清流の国ぎふ森林・環境税は森や清流を  守る５つの取り組みに役立てられています清流の国ぎふ森林・環境税は森や清流を  守る５つの取り組みに役立てられています

●里地（田んぼ、用水路など）の生態系保全活動
●河川魚道の機能回復（点検及び修繕）
●地域河川の水質問題の改善対策
●上下流域の自然環境等を相互理解する
　交流ツアー

1



項　目

2,600ha 544.44ha 2,163.50ha  83.2%
森林整備
面　　積

５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

環境保全を目的とした水源林等の整備

環境保全林整備事業

◉事業実績 ◉実施例

　私たちの生活に不可欠な「清らかな水」を守るため、水源となる森林での間伐など豊かな森づく
りを進めました。

間伐により林内に光が入りやすくなった森林
（郡上市和良町地内）

1

◉実施例 水源地域内の下層植生調査（郡上市）

◉実施例 公有林化された森林（八百津町）

項　目

間伐面積 15,000ha 3,382ha 9,839ha 65.6%   
　

５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

里山林整備事業

◉事業実績 ◉実施例

　野生鳥獣被害の軽減などの地域住民の生活環境の向上や生物多様性の保全を図るため、集落等へ
の野生鳥獣の侵入抑止のための緩衝帯（バッファーゾーン）の整備などの里山林の整備を進めました。

バッファーゾーンの整備（美濃加茂市内）

項　目

　  ５箇所 
　選定：１箇所　
　 （揖斐川町） 　
　整備：２箇所　
　（土岐市、中津川市）   

　 
 選定：５箇所     
　　100％　　  
整備：４箇所　
　　80%　　　

モデル林
選定・整備
箇所数

５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

環境保全モデル林整備事業

◉事業実績

◉実施例

　既存の林業経営では採算の合わない里山林等の整備・保全を推進するため、県内５箇所で環境保
全モデル林を選定し、整備・活用計画を策定、森林や施設の整備を行い、環境・利活用を重視した
森林づくりを進めました。

第１号美濃市古城山 (木製階段 ) 第２号可児市我田の森 (バイオトイレ )

第３号土岐市土岐高山城跡の森（東屋） 第４号中津川市加子母福崎の森 (木馬道 )

県民協働による森の通信簿事業

◉事業実績

　水源地域内の森林において、県内各地域の自主グループが森の通信簿を活用して、水源かん養機
能、土砂流出防止機能、生態系保全機能などの森林の機能の調査及び評価を行うほか、水源林を理
解するために必要な研修会等を開催しました。

項　目

実施団体数 11グループ 3グループ 8グループ 72.7%  

５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

水源林公有林化支援事業

◉事業実績

　水源林の水源かん養機能を保全するため、水道水源等の周辺上流域の森林のうち、荒廃した森林
で早急に公的な管理が必要な森林について、市町村が公有林化し適正な管理を行うことを支援しま
した。

項　目

150ha 25.63ha 73.81ha 49.2% 
公有林化
面　　積

５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

実施前 実施後

実施前 実施後

主な事業の平成２４年度から
２７年度までの実績
主な事業の平成２４年度から
２７年度までの実績 里山林の整備・利用の促進2

きん ま みち
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項　目

2,600ha 544.44ha 2,163.50ha  83.2%
森林整備
面　　積

５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

環境保全を目的とした水源林等の整備

環境保全林整備事業

◉事業実績 ◉実施例

　私たちの生活に不可欠な「清らかな水」を守るため、水源となる森林での間伐など豊かな森づく
りを進めました。

間伐により林内に光が入りやすくなった森林
（郡上市和良町地内）

1

◉実施例 水源地域内の下層植生調査（郡上市）

◉実施例 公有林化された森林（八百津町）

項　目

間伐面積 15,000ha 3,382ha 9,839ha 65.6%   
　

５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

里山林整備事業

◉事業実績 ◉実施例

　野生鳥獣被害の軽減などの地域住民の生活環境の向上や生物多様性の保全を図るため、集落等へ
の野生鳥獣の侵入抑止のための緩衝帯（バッファーゾーン）の整備などの里山林の整備を進めました。

バッファーゾーンの整備（美濃加茂市内）

項　目

　  ５箇所 
　選定：１箇所　
　 （揖斐川町） 　
　整備：２箇所　
　（土岐市、中津川市）   

　 
 選定：５箇所     
　　100％　　  
整備：４箇所　
　　80%　　　

モデル林
選定・整備
箇所数

５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

環境保全モデル林整備事業

◉事業実績

◉実施例

　既存の林業経営では採算の合わない里山林等の整備・保全を推進するため、県内５箇所で環境保
全モデル林を選定し、整備・活用計画を策定、森林や施設の整備を行い、環境・利活用を重視した
森林づくりを進めました。

第１号美濃市古城山 (木製階段 ) 第２号可児市我田の森 (バイオトイレ )

第３号土岐市土岐高山城跡の森（東屋） 第４号中津川市加子母福崎の森 (木馬道 )

県民協働による森の通信簿事業

◉事業実績

　水源地域内の森林において、県内各地域の自主グループが森の通信簿を活用して、水源かん養機
能、土砂流出防止機能、生態系保全機能などの森林の機能の調査及び評価を行うほか、水源林を理
解するために必要な研修会等を開催しました。

項　目

実施団体数 11グループ 3グループ 8グループ 72.7%  

５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

水源林公有林化支援事業

◉事業実績

　水源林の水源かん養機能を保全するため、水道水源等の周辺上流域の森林のうち、荒廃した森林
で早急に公的な管理が必要な森林について、市町村が公有林化し適正な管理を行うことを支援しま
した。

項　目

150ha 25.63ha 73.81ha 49.2% 
公有林化
面　　積

５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

実施前 実施後

実施前 実施後

主な事業の平成２４年度から
２７年度までの実績
主な事業の平成２４年度から
２７年度までの実績 里山林の整備・利用の促進2

きん ま みち
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◉実施例

木造化
（きらら美濃加茂（美濃加茂市））

内装木質化
（多治見市立星ヶ丘保育園（多治見市））

項　目 ５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

野生生物保護管理事業（ニホンジカの捕獲）

◉事業実績

　個体数調整を目的としたニホンジカの捕獲を実施することで、農林業や生活環境等への被害軽減
を図りました。

◉実施例 川の生き物観察（揖斐川町）

◉実施例 水路での駆除作業状況（輪之内町）

◉実施例
わな捕獲技術向上研修会（実技研修）
（高山会場の様子）

項　目

捕 獲 数 市町村計画
による　　  2,916 頭 11,815 頭

５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

木の香る快適な教育施設等整備事業

◉事業実績

　県民の皆さんに木材利用や環境保全に対する関心と理解を深めていただくため、教育福祉関連施
設の木造化や内装木質化を進めました。

ぎふの木で学校まるごと木製品導入事業
　子どもたちの豊かな心を育む「ぎふ木育」を推進するため、小・中学校などにおける木製の机・
椅子等の導入を進めました。

里地里川生態系保全支援事業（市町村支援）

◉事業実績

　水田や用排水路に繁殖し、生態系への悪影響が懸念されているスクミリンゴガイを駆除する市町
村の取組みを支援しました。

項　目

実施市町村数 延べ　　25市町村 6 市町 延べ22市町
　8 8.0% 

施設整備数 65 施設 10 施設 34 施設
52.3%

実施回数 延べ 75回 延べ 18回 延べ 64回 　85.3%　

５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

上流域と下流域の交流事業

◉事業実績

　森川海のつながりを踏まえた環境保全への理解を深めるツアーを、上下流域の親子を対象として
実施し、環境保全の意識の向上に取り組みました。

項　目 ５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

◉実施例 正木保育園（羽島市）

導入製品数 6,000セット 1,895セット 3,928セット　　65.5%　　

◉事業実績

項　目 ５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

ぎふの木育教材導入支援事業
　子どもたちの豊かな心を育む「ぎふ木育」を推進するため、保育園、幼稚園などにおける「ぎふ
の木」を使った教材（おもちゃ、キット）の導入を進めました。

◉実施例
おもちゃで遊ぶ
園児の様子
（子苑第二幼稚園
（各務原市））

導入施設数 250 施設 57 施設 267 施設106.8%

◉事業実績

項　目 ５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

生物多様性・水環境の保全3 公共施設等における県産材の利用促進4

4



◉実施例

木造化
（きらら美濃加茂（美濃加茂市））

内装木質化
（多治見市立星ヶ丘保育園（多治見市））

項　目 ５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

野生生物保護管理事業（ニホンジカの捕獲）

◉事業実績

　個体数調整を目的としたニホンジカの捕獲を実施することで、農林業や生活環境等への被害軽減
を図りました。

◉実施例 川の生き物観察（揖斐川町）

◉実施例 水路での駆除作業状況（輪之内町）

◉実施例
わな捕獲技術向上研修会（実技研修）
（高山会場の様子）

項　目

捕 獲 数 市町村計画
による　　  2,916 頭 11,815 頭

５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

木の香る快適な教育施設等整備事業

◉事業実績

　県民の皆さんに木材利用や環境保全に対する関心と理解を深めていただくため、教育福祉関連施
設の木造化や内装木質化を進めました。

ぎふの木で学校まるごと木製品導入事業
　子どもたちの豊かな心を育む「ぎふ木育」を推進するため、小・中学校などにおける木製の机・
椅子等の導入を進めました。

里地里川生態系保全支援事業（市町村支援）

◉事業実績

　水田や用排水路に繁殖し、生態系への悪影響が懸念されているスクミリンゴガイを駆除する市町
村の取組みを支援しました。

項　目

実施市町村数 延べ　　25市町村 6 市町 延べ22市町
　8 8.0% 

施設整備数 65 施設 10 施設 34 施設
52.3%

実施回数 延べ 75回 延べ 18回 延べ 64回 　85.3%　

５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

上流域と下流域の交流事業

◉事業実績

　森川海のつながりを踏まえた環境保全への理解を深めるツアーを、上下流域の親子を対象として
実施し、環境保全の意識の向上に取り組みました。

項　目 ５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

◉実施例 正木保育園（羽島市）

導入製品数 6,000セット 1,895セット 3,928セット　　65.5%　　

◉事業実績

項　目 ５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

ぎふの木育教材導入支援事業
　子どもたちの豊かな心を育む「ぎふ木育」を推進するため、保育園、幼稚園などにおける「ぎふ
の木」を使った教材（おもちゃ、キット）の導入を進めました。

◉実施例
おもちゃで遊ぶ
園児の様子
（子苑第二幼稚園
（各務原市））

導入施設数 250 施設 57 施設 267 施設106.8%

◉事業実績

項　目 ５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

生物多様性・水環境の保全3 公共施設等における県産材の利用促進4

5



清流の国ぎふ地域活動支援事業

◉事業実績 ◉実施例

　森づくり・川づくりに創意工夫をしながら取り組むNPOなどに助成を行い、県民参加の環境保全
活動を進めました。

◉実施例

◉実施例 生物多様性シンポジウムの様子

清流の国ぎふ市町村提案事業
　個別のメニューでは対応できない地域の課題を解決するため、森林・環境税の理念に沿った市町
村の取組みを支援し、地域の実情に合った自然環境の保全・再生の取組みを支援しました。

森と木と水の環境教育推進事業

◉事業実績

　県内の子どもたちを対象とした森や木、川に関する環境教育を実施し、将来の清流の国ぎふを担
う人づくりを進めました。

項　目

実施校・園数 延べ 400　 校・園 
延べ 116
　 校・園  

延べ443 校・園     
　110.8%　

シンポジウム
開催回数　  

別途計画
による　 

シンポジウム　
　　1回　　 

シンポジウム 
　等 8回　　　

　

５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

生物多様性に配慮した地域づくり普及推進事業

◉事業実績

　生物多様性シンポジウムを開催し、県民、企業、市町村等の多様な主体がそれぞれの地域にとっ
て「好ましい自然」とは何かを考えるきっかけづくりを進めました。

項　目 ５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

森の色えんぴつづくり

植林体験

項　目 ５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

実施件数 130 件 42 件   144 件
110.8%

項　目 ５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

実施件数  提案数による 48 件 229 件

地域が主体となった環境保全活動の促進5 共通施策1～5

◉事業実績

◉実施例

里山案内人講座の開催（可児市） たじみエコカレッジの開催（多治見市）

新庁舎に県産材のカウンターを導入（北方町） ひだ位山巨樹・巨木林観察会の開催（高山市）
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清流の国ぎふ地域活動支援事業

◉事業実績 ◉実施例

　森づくり・川づくりに創意工夫をしながら取り組むNPOなどに助成を行い、県民参加の環境保全
活動を進めました。

◉実施例

◉実施例 生物多様性シンポジウムの様子

清流の国ぎふ市町村提案事業
　個別のメニューでは対応できない地域の課題を解決するため、森林・環境税の理念に沿った市町
村の取組みを支援し、地域の実情に合った自然環境の保全・再生の取組みを支援しました。

森と木と水の環境教育推進事業

◉事業実績

　県内の子どもたちを対象とした森や木、川に関する環境教育を実施し、将来の清流の国ぎふを担
う人づくりを進めました。

項　目

実施校・園数 延べ 400　 校・園 
延べ 116
　 校・園  

延べ443 校・園     
　110.8%　

シンポジウム
開催回数　  

別途計画
による　 

シンポジウム　
　　1回　　 

シンポジウム 
　等 8回　　　

　

５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

生物多様性に配慮した地域づくり普及推進事業

◉事業実績

　生物多様性シンポジウムを開催し、県民、企業、市町村等の多様な主体がそれぞれの地域にとっ
て「好ましい自然」とは何かを考えるきっかけづくりを進めました。

項　目 ５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

森の色えんぴつづくり

植林体験

項　目 ５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

実施件数 130 件 42 件   144 件
110.8%

項　目 ５年間の
計 画 値 H27

実　績

H24~27

実施件数  提案数による 48 件 229 件

地域が主体となった環境保全活動の促進5 共通施策1～5

◉事業実績

◉実施例

里山案内人講座の開催（可児市） たじみエコカレッジの開催（多治見市）

新庁舎に県産材のカウンターを導入（北方町） ひだ位山巨樹・巨木林観察会の開催（高山市）
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平成24年度～27年度の事業実績総括表

事業名 ５年間の
事業計画量

5年間の
必要額(千円)

平成24年度
実績量

平成25年度
実績量

Ⅰ

1 環境保全林整備事業 15,000ha

2,575,000

1,633ha 2,181ha

1-2 水源林境界明確化促進事業 400ha －　ha 79.33ha

1-3 県民協働による森の通信簿事業 11グループ － グループ － グループ

2 水源林公有林化支援事業 150ha 4.03ha 11.30ha

Ⅱ
3 里山林整備事業 2,600ha

450,000

整備：240.83ha
改修：8箇所

整備：454.31ha
改修：9箇所

4 環境保全モデル林整備事業 5箇所選定・整備 選定：1箇所 選定：1箇所
整備：1箇所

Ⅲ

5-1 流域清掃活動推進事業 5流域

1,200,000

2流域 3流域

5-2 流域協働による効率的な河川清掃事業 5流域 2流域 3流域

6 イタセンパラ生息域外保全推進事業 1件 1件 1件

7-1 野生生物保護管理事業（ニホンジカの捕獲） 市町村の実施計画による 捕獲1,362頭 捕獲1,884頭

7-2 野生生物保護管理事業（捕獲オリ・処理設備） 捕獲オリ500基
処理設備 50基

捕獲オリ 74基
処理設備   2基

捕獲オリ 34基
処理設備   1基

7-3 野生生物保護管理事業（市町村職員の育成） 25人 1人 6人

8 野生動物総合対策推進事業 1機関 1機関 1機関

9-1 生きものにぎわうため池再生事業 25箇所 5箇所 5箇所

9-2 生きものにぎわう水田再生事業 5地区 1地区 1地区

9-3 里地里川生態系保全支援事業（団体支援） 延べ20団体 4団体 5団体

9-4 里地里川生態系保全支援事業（市町村支援） 延べ25市町村 4市町 6市町

10 河川魚道の機能回復事業 点検：673箇所
修繕：253箇所

点検：673箇所
修繕：33箇所

点検：672箇所
修繕：40箇所

11 地域協働水質改善事業 1地域 1地域 1地域

12 上流域と下流域の交流事業 延べ75回 延べ17回 延べ16回

Ⅳ

13 木の香る快適な教育施設等整備事業 65施設

1,365,000

3施設 9施設

14-1 ぎふの木で学校まるごと木製品導入事業 6,000セット 688セット 767セット

14-2 ぎふの木育教材導入支援事業 250施設 70施設 89施設

15-1 木質バイオマス利用施設導入促進事業 ボイラー10施設
ストーブ500台

ボイラー1施設
ストーブ97台

ボイラー0施設
ストーブ5台

15-2 県民協働による未利用材の搬出促進事業 20,000ｔ 512ｔ 964ｔ

Ⅴ

16 清流の国ぎふ地域活動支援事業 130件

410,000

31件 36件

17 森と木と水の環境教育推進事業 延べ400校・園 100校・園 103校・園

18 森から生まれる環境価値普及促進事業 45団体
普及啓発 一式

8団体
普及啓発 一式

7団体
普及啓発 一式

19 エコツーリズム促進事業 18団体
連携会議5回

4団体
連携会議1回

5団体
連携会議1回

20-1 生物多様性に配慮した地域づくり普及推進事業 別途計画による 専門家派遣8回 地域セミナー5回

20-2 清流の国ぎふ森林・環境税事業推進事業 審議会15回
広報一式

委員会3回
広報一式

審議会3回
広報一式

21 清流の国ぎふ市町村提案事業 提案数による Ⅰ～Ⅴに含まれる 66件 62件
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平成26年度
実績量

平成27年度
実績量

H24～27 事業評価審議会での各年度の評価
実績量 進捗(%) 実績額(千円) 24 25 26 27

2,643ha 3,382ha 9,839ha 65.6 1,284,380
(1,839,464) ○ ○ ○ ◎

68.21ha 85.33ha 232.87ha 58.2 32,947 － ○ ○ ○

5 グループ 3 グループ 8 グループ 72.7 6,693 － － ○ ○

32.85ha 25.63ha 73.81ha 49.2 62,325 ○ ○ ○ ○

整備：923.92ha
改修：18箇所

整備：544.44ha
改修：17箇所

整備：2,163.50ha
改修：52箇所 83.2 684,961 ◎ ◎ ◎ ◎

選定：2箇所
整備：1箇所

選定：1箇所
整備：2箇所

選定：5箇所
整備：4箇所

100.0
  80.0 194,054 － － ◎ ◎

3流域 3流域 3流域 60.0 7,350 ◎ ◎ ○ ○

4流域 3流域 4流域 80.0 156,087 ◎ ◎ ◎ ◎

1件 1件 1件 － 15,355 ◎ ◎ ◎ ◎

捕獲5,653頭 捕獲2,916頭 捕獲11,815頭 － 145,111
(184,461) ○ ○ ◎ ◎

捕獲オリ　35基
処理設備   0基

捕獲オリ　88基
処理設備   0基

捕獲オリ231基
処理設備3基

46.2
6.0 1,619 ○ △ △ △

4人 7人 18人 72.0 7,508 ○ ○ ○ ○

1機関 1機関 1機関 － 83,293 ◎ ◎ ◎ ◎

5箇所 6箇所 21箇所 84.0 9,779 ◎ ◎ ◎ ◎

2地区 3地区 7地区 140.0 9,145 ○ ○ ○ ○

5団体 5団体 19団体 95.0 33,459 ◎ ◎ ◎ ◎

6市町 6市町 22市町村 88.0 21,174 ○ ○ ○ ○

点検：672箇所
修繕：57箇所

点検：672箇所
修繕：99箇所

点検：673箇所
修繕：229箇所

100.0
  90.5

169,660
(875,530) ○ ○ ◎ ◎

1地域 1地域 1地域 － 19,744 ◎ ◎ ○ ○

延べ13回 延べ18回 延べ64回 85.3 32,139 ◎ ◎ ○ ◎

12施設 10施設 34施設 52.3 468,739 △ ◎ ○ ◎

578セット 1,895セット 3,928セット 65.5 55,831 ○ ○ ◎ ◎

51施設 57施設 267施設 106.8 13,395 ◎ ◎ ◎ ◎

ボイラー0施設
ストーブ42台

ボイラー1施設
ストーブ51台

ボイラー2施設
ストーブ195台

20.0
39.0 56,328 ○ △ △ ○

2,282ｔ 2,971ｔ 6,729ｔ 33.6 10,143 △ △ ○ ○

35件 42件 144件 110.8 67,360 ◎ ◎ ◎ ◎

124校・園 116校・園 延べ443校・園 110.8 34,570 ◎ ◎ ◎ ◎

4団体
普及啓発 一式

2団体
普及啓発 一式

21団体
普及啓発 一式 46.7 15,834 ◎ ◎ ○ ○

5団体
連携会議1回

5団体
連携会議1回

19団体
連携会議4回

105.6
－ 24,337 ○ ◎ ◎ ○

シンポジウム2回 シンポジウム1回 シンポジウム等8回
専門家派遣8回

－
－ 1,571 ○ ◎ ○ ○

審議会3回
広報一式

審議会3回
広報一式

審議会12回
広報一式

80.0
－ 24,367 － － － －

53件 48件 229件 － 357,705 ○ ○ ○ ◎

（凡例）	 ◎：効果的に執行されている　など
○：概ね効果的に執行されている　など
△：事業実施に当たり改善が必要である　など

※「H24～27実績額（千円）」中の（　）内は、国費を含めた額



森林・環境税のおはなし

～清流の国ぎふ森林・環境税活用事業～

森林・環境税のしくみ

個人…

法人…

（その年の１月1日現在で）県内に住所がある方、県内に家屋敷等を持っている方

県内に事務所、事業所などがある法人等
※前年の所得金額が一定基準を下回るなど一定の条件を満たす方は非課税です。

納める方は？

TEL  058－272－8472　FAX  058－278－2702　E-mail : c11513@pref.gifu.lg.jp

http://www.pref.gifu.lg.jp/sangyo/shinrin/shinrin-kankyo/11513/index_28339.html
清流の国ぎふ森林・環境税のホームページ

岐阜県林政部恵みの森づくり推進課
お問い合せ先

清流の国ぎふ  森林・環境税

個人…
法人…

年額 1,000円
年額 2,000円～80,000円（県民税均等割標準税率の10%相当額）

納める額は？

個人…
法人…

個人市町村民税と合わせて市町村が徴収し、県へ払い込みます。
法人県民税の申告納付の際に併せて県が徴収します。

納める方法は？

税の管理は？

個人…
法人…

平成24年度から平成28年度※までの5年間 　※33年度までの継続を検討中

平成24年4月1日から平成29年3月31日※までの間に開始する事業年度分
いつまで続くの？

県民税（均等割）に上記の額を上乗せします。課税の方法は？

税金の使いみちを明確にするため、既存の税収と区別し「清流の国ぎふ森林・環境基
金」に積み立て、毎年必要な額を取り崩して、目的とする施策のための財源とします。
※県外の皆様にも、ふるさと納税制度による寄付などを通じてご協力いただいています。

チェック機能は？ 第三者機関が各施策の取り組みをチェックし、事業実施後の評価を行うとともに、
事業の内容と成果については、県民の皆様に公表します。

平成２８年１０月
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